
問題１ 
 
出題意図 
DNA 修復機構とその応用の理解を問う出題である。 
 
 
解答例 
問 1-1 セントラルドグマ 
 
問 1-2 塩基配列とアミノ酸配列の違いに着目して、翻訳という言葉の意味を説明できて

いればよい。 
 
問 1-3 0.92 
 
問 1-4 ①発現異常など 

 ②同義置換、非同義置換、ナンセンス変異など  
 ③スプライシング異常など 
 

問 1-5 
非相同末端連結、相同組み換えによる修復 
二本鎖切断が生じた細胞が M 期もしくは G1期ならば非相同末端連結が、S 期もしくは

G2期ならば相同組み換えによる修復がそれぞれ働く。 
 
問 1-6  
ゲノム編集、Error-prone PCR などの技術名とその仕組みが説明出来ていればよい。 
 



問題２ 
 
出題意図 
基本的なミクロ系分野の知識、および実験結果を読み取り知識を活用できるかを問うた。 
 
 
解答例 
問 2-1 
 mRNA を逆転写して得られた DNA。 
 
問 2-2 
 L1 幼虫を形成する（特徴を発達させる、なども可）。 
 
問 2-3 
 lin-4 は lin-14 の翻訳を阻害する。 
 
問 2-4 
 lin-4 は翻訳を阻害すること、lin-14 の 3’側非翻訳領域に変異が入ると lin-4 が働かな

くなることから、lin-4 はこの領域に働きかけて翻訳阻害をしていることになる。このよう

な働きをするものに miRNA があり、lin-4 は lin-14 の mRNA 分解を引き起こす miRNA
だと考えられる。二重変異体では、もともと lin-14 が機能喪失しているので、lin-4 遺伝子

の阻害機能がなくても（A）と同様の表現型になることになる。 



問題３ 
 
出題意図 
植物の種内の個体間競争に関する知識を問う問題である． 
 
 
解答例 
問 3-1  
(1) 最終収量一定の法則 
(2) 個体間競争によって，高密度個体群ほど個体の生存率と成長率が低下するため． 
 
問 3-2  
(1) -3/2 乗則 
(2) 個体重(W)は体積(V)に比例し (W ∝ V)，体積は長さ(L)の３乗に比例する (V∝ L3)．植

物個体の占有面積(S)は長さの 2 乗に比例する (S∝ L2) ．したがって，S1/2 ∝ L ∝ W1/3 ，
つまり W ∝ S3/2 となる．１個体の占有面積は密度(D)に反比例する(S ∝ 1/D) ．したが

って，W ∝ (1/D)3/2 ，つまり W ∝ D-3/2 となり，両対数グラフでの個体密度と平均個体

重の傾きは個体の占有面積と体積から幾何学的に説明できる． 
 
 



問題４ 
 
出題意図 

あらゆる生物学分野における基盤となる「分類学」について，その基礎的な理解や階層的

な分類体系を正しく理解できているか否かを問う。また，遺伝子配列の類似性に基づく系

統分類が盛んに実施され，次世代シーケンサーの台頭により解析対象となる遺伝子領域の

観点においても，ゲノムワイドな塩基多型データが汎用されるようになっていることから，

そうした礎の構築に寄与した分岐学（分岐分類学）に関する基本的な理解度を確認する。 

 

 

解答例 

問 4-1  属名と種小名の２語を組み合わせた「二名法」 

 

問 4-2  

トキを例として取り上げ，分類体系を階層的に示す 

 

動物界 Animalia 

 脊索動物門 Chordata 

  鳥綱 Aves 

   ペリカン目 Pelecaniforms 

    トキ科 Threskiornithidae 

     トキ属 Nipponia 

      トキ Nipponia nippon 

 

問 4-3 

分岐学はヘニッヒにより提唱された分類学分野の一つの系統関係推定法であり，種や系統

が分化する際には，二分岐を基本とする。分岐学では，単系統性が支持される「単系統群」

だけが分類群（タクサ）として評価される。これ以外の側系統群や多系統群については、

分類群として認めない。単系統群は共有派生形質で特徴づけられる分類群であり，いくつ

かの分類群がある特定の形質を共有していたとしても，その形質が共有祖先形質である場

合には，側系統群や多系統群として扱われ，対象とするグループは分類群としては認めら

れなくなる。 

 

 

 

 



問 4-4 

 

 

 

 

問 4-5 
分岐分類学を厳密に適用すると，側系統群である魚類や爬虫類などは分類群（タクサ）と

して認められず，従来の生物分類体系では馴染みの深い分類群においては混乱が生じてき

た。 
多くの生物における種分化では，種（仮に種 A とする）内のごく一部の地域個体群におい

て突然変異が生じ，やがては別種（仮に種 B）へと分化するようなプロセスが，種分化プロ

セスとして想定されるが，このように種 B の起源を種 A 内の一部に仮定することは，残る

種 A は側系統群となることから，分類学的な矛盾を孕んでいると考えられる。 



問題５ 
 
出題意図 
一般的、日常的な英語能力を問うた。 
 



問題６ 
 
出題意図 
大学において必要とされる英文読解力を問うため。 
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